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（●ページ参照）

◎粕屋町議会基本条例を全員一致で 可決
発議第１号

発議第２・３号

平成24年第１回
３月定例会

・定数｢17人｣を｢10人｣に 3対12

総予算額　209億337万円

・定数｢17人｣を｢15人｣に 2対13

◎24年度当初予算７議案すべて可決しました

３月２日から23日までの会期で開催。24年度当初予算・条例改正など26
議案すべて可決。意見書４件も可決、請願１件は継続審査、陳情書３件は採
択。一般質問は10人が行いました。

　

進
藤
啓
一
議
長（
福
岡
県
町

村
議
会
議
長
会
副
会
長
）が
本

年
２
月
９
日
、
議
会
の
運
営

及
び
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
に
対
し
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
状

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

と
も
町
村
議
会
充
実
の
た
め

大
い
に
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

（８ページ参照）

（10ページ参照）

◎定数削減発議は２議案とも　 否決
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年度別一般会計合計予算

億
人件費

正職員205名の給与、議員や各種
委員の報酬などの経費。

町債(新たな借金)

学校の増築や浸水対策事業の経費は
半分が国などの補助ですが、残額は
町債です。

扶助費

法令などに基づき、国や県から給付
されるお金や物品などの経費。
23・24年度は子ども手当の改正や
予防ワクチンなどの増加が大きい。

0

5

10

15

24年度23年度22年度21年度

億
普通建設事業費

道路、学校などの公共施設の新増設
に関する経費。
今年は特に大きなものはありません。

歳入
11,426,000

歳出
11,426,000

町税
5,449,812

その他
951,583

町債
689,500

地方交付税
1,330,000

国・県支出金
1,929,152

その他
580,500

繰入金
495,453

人件費
1,684,405

物件費
2,249,112

補助費
2,280,736

扶助費
2,361,230

失業対策費
34,080

災害復旧事業費
15

普通建設事業費
495,376

公債費
1,606,264

繰り出し金等
714,782

主な項目の4年間の推移

平成24年度の当初予算 （単位：％）

会　計　名

合　計

特別会計

国民健康保険

下水道事業

介 護  保  険

水 道  事  業

住宅新築資金

後期高齢者医療

企業会計

一　般　会　計

予算額

114億 2600万円

39億 9502万円

4億 0112万円

16億 2690万円

385万円

12億 7387万円

21億 7660万円

209億 0337万円

△7.2

6.6

6.5

3.1

△15.4

2.7

△12

△3.8

前年比

自
主
財
源

依
存
財
源

（単位：千円） （単位：千円）

16.0

16.5

17.0

17.5

18.0

18.5

24年度23年度22年度21年度
0

5

10

15

20

25

30

24年度23年度22年度21年度

億

0

2

4

6

8

10

12

24年度23年度22年度21年度

億

100

105

110

115

120

125

24年度23年度22年度21年度

億

歳　入 性質別歳出

予
算
特
別
委
員
会

公共投資縮減などにより前年比7.2％の減額

114億2600万円平 成 24 年 度
一般会計当初予算
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＊
ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
一
例

調
理
業
務
、
配
送
、
金
融

関
係
な
ど
の
企
業
が
一
つ

の
企
業
体
を
作
っ
て
建
設
、

15
年
以
上
の
長
期
契
約
を

交
わ
し
、
建
設
費
や
運
営

費
を
自
治
体
が
分
割
し
て

支
払
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

学
校
に
配
置
さ
れ
て
い

る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
違
い
は

　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
主
に
児
童
・
生
徒
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
当
た
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
は
福
祉
事
務
所
な
ど
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
家
庭
の
問
題

も
含
め
て
相
談
に
の
り
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
巡
回
方
法
と
し

て
は
各
学
校
に
月
２
回
程
度

の
相
談
日
を
指
定
し
、
必
要

な
支
援
を
し
ま
す
。

総　務　部 教育委員会 都市政策部 住民福祉部

　
　

本
年
度
の
税
収
の
概
要
は

　
　

主
な
内
訳

◆
個
人
町
民
税（
５
・
14
％
）

�

９
５
０
０
万
円
増

　

�

主
に
16
歳
未
満
の
扶
養
控
除

（
８
３
０
３
人
分
）廃
止
な
ど

◆
法
人
町
民
税（
３
・
13
％
）

�

１
９
０
０
万
円
増

　

�

優
良
企
業
の
収
益
増
に
よ
る
。

◆
固
定
資
産
税（
５
・
１
％
）

�

１
億
３
３
０
０
万
円
減

　

�

３
年
ご
と
の
評
価
替
え
に

よ
る
減
収
見
込
で
す
。

　

地
価
は
３
～
６
％
下
落
。

　

�

23
年
度
は
新
築
家
屋
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
　

元
自
衛
隊
員
を
災
害
対

策
官
に
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
　

防
災
対
策
官
と
し
て
雇

用
。
今
年
度
は
粕
屋
町
地
域

防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

そ
の
他
に
災
害
用
備
蓄
用
品

を
行
政
区
へ
配
置
し
ま
す
。

　
　

今
回
対
象
の
分
団
で
す

が
10
数
名
の
メ
ン
バ
ー
の
内
、

地
元
の
団
員
は
3
名
く
ら
い

で
す
。
入
団
希
望
者
が
少
な
く

消
防
車
を
購
入
し
て
も
ら
っ

て
も
今
後
の
維
持
運
営
が
大

変
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

分
団
の
再
編
、
あ
る
い
は
見

直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

要
望
と
し
て
お
受
け
し

ま
す
が
、
歴
史
あ
る
消
防
組

織
な
の
で
慎
重
に
と
思
っ
て

い
ま
す
。

24
年
度
町
税（
０
・
14
％
減)

54
億
４
９
８
１
万
円

災
害
対
策
事
業
費

１
０
４
９
万
円

消
防
施
設
備
品(

車)

購
入
費

１
６
０
０
万
円

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
で
建
て
る
た
め
の
設

計
委
託
料
と
は
ど
う
い
う
こ

と
で
す
か
。

※
そ
の
他
の
意
見

・
唐
突
で
判
断
で
き
な
い

・�

納
得
で
き
る
資
料
の
提

供
を
し
て
ほ
し
い

・�

審
議
に
必
要
な
情
報
は

最
低
限
用
意
す
べ
き
だ

・�

検
討
委
員
会
の
答
申
は

　
　

委
託
料
の
積
算
根
拠
は

・�

建
て
替
え
で
、
国
よ
り
補
助

金
を
も
ら
う
た
め
の
耐
力
度

調
査
に
３
０
０
万
円

・�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
可
能
性

調
査
に
５
０
０
万
円

・�

も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、
実

施
方
針
の
策
定
か
ら
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
契
約
の
締
結
で

３
０
０
０
万
円
と
な
る
委
託

料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
費

３
８
０
０
万
円

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
巡
回
相
談
報
償
費

２
５
２
万
円

総　務　部 教育委員会 都市政策部 住民福祉部

予
算
特
別
委
員
会

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

４月１日の消防入退団式の進行
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予
算
特
別
委
員
会

　
　

補
助
す
る
必
要
性
は

　
　

国
の
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
町
も
地
域
経
済
と
企
業

支
援
を
図
る
た
め
の
補
助
を

し
て
い
ま
す
。

　
　

何
故
分
析
し
て
い
る
の
か

　
　

駕
与
丁
池
の
透
明
性
を
高

め
景
観
等
を
良
く
す
る
為
、
23

年
度
よ
り
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
透
明
性
を
高
め

る
こ
と
で
、
ア
オ
コ
の
発
生
を

防
止
し
、
来
園
者
の
満
足
度
を

高
め
た
い
。

　
　

一
部
路
線
変
更
さ
れ
た

理
由
は

　
　

坪
見
バ
ス
待
機
用
地
の

返
還
要
請
に
伴
い
青
洲
会
病

院
用
地
内
に
バ
ス
待
機
場
所

を
変
更（
３
／
17
よ
り
）

委
託
料
は
年
間
運
行
経
費
か

ら
乗
客
収
入
を
差
し
引
い
て

の
金
額
で
す
。

　
　

昨
年
道
路
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
送
電
線
が
シ
ョ
ー
ト

爆
発
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が

吹
き
飛
ぶ
火
災
事
故
が
あ
っ

た
が
町
内
に
は
何
箇
所
あ
り

ま
す
か
。

　
　

町
内
に
は
９
箇
所
あ
り
、

今
後
九
電
が
絶
縁
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

　
　

15
ｍ
未
満
の
橋
梁
は
ど

れ
位
あ
る
の
か
。
ま
た
今
年

度
の
長
寿
命
化
補
修
の
計
画

は
　
　

88
橋
と
鶴
町
橋
補
修
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

�

２
０
０
万
円

　
　

今
年
の
実
施
地
域
と
一

部
河
川
、
水
路
境
を
外
し
て

区
域
分
け
さ
れ
て
い
る
が
な

ぜ
で
す
か
。

　
　

甲
仲
原
地
域
を
予
定
し
て

説
明
会
を
終
え
区
域
と
方
法
を

決
定
し
た
。
な
お
一
部
の
区
域

分
け
に
つ
い
て
は
昔
か
ら
の
生

活
地
域
の
関
わ
り
や
町
界
を
考

慮
し
、
計
画
区
域
と
し
ま
し
た
。

　
　

事
業
内
容
と
計
画
区
域
は

　
　

浸
水
対
策
事
業
で
長
者

原
上
区
公
民
館
横（
御
野
立
所

公
園
駐
車
場
）

　
　

事
業
内
容
と
計
画
区
域
は

　
　

浸
水
対
策
事
業
で
長

者
原
駅
周
辺
か
ら
か
す
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
推
進
工
法
で

掘
削
し
工
事
を
し
ま
す
。

　
　

今
ま
で
無
料
で
あ
っ
た

の
は
何
故
な
の
か
。

　
　

以
前
有
料
で
引
取
っ
て

い
た
経
緯
も
あ
っ
て
今
日
ま

で
続
い
て
い
た
。
今
後
は
役

場
庁
舎
置
き
場
の
雨
水
対
策

を
し
て
有
料
化
し
て
い
く
。

注
＝
役
場
リ
サ
イ
ク
ル
置
場

の
古
紙
、
古
着
な
ど
は
年
間

６
０
０
ト
ン
位
搬
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ｒ
駅
構
内
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
は

　
　

原
町
、
伊
賀
、
柚
須
駅

に
各
２
台
、
門
松
駅
に
１
台

設
置
し
ま
す
。

　
　

原
町
駅
横
ふ
れ
あ
い
農

園
閉
鎖
に
伴
う
替
地
は
あ
る

の
か
ま
た
、
ほ
か
の
農
園
敷

地
借
地
料
の
値
上
げ
は
あ
り

ま
す
か
。

　
　

替
地
は
考
え
て
い
な
い
。

農
園
使
用
料
は
25
年
度
に
値

上
げ
を
考
え
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費

一
部
補
助
金

３
０
０
万
円

長
者
原
地
内
雨
水
調
整
池

新
設
工
事

３
６
０
㎥
・
６
０
０
０
万
円

長
者
原
駅
周
辺
雨
水
管
渠

工
事２０

０
m
・
６
８
０
０
万
円

駐
輪
場
な
ど
施
設
管
理
事

業

１
５
８
万
円

橋
梁
維
持
事
業５

０
０
万
円

道
路
橋
梁
占
用
料

歳
入
金
額�

９
０
０
万
円

西
鉄
バ
ス
大
川
線
の

減
便
対
策
委
託
料３

０
万
円

駕
与
丁
池
水
底
質
分
析

委
託
料�

１
２
０
万
円

総　務　部 教育委員会 都市政策部 住民福祉部

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＡＱＡ ＱＡ

ＱＱ ＡＡ
古
紙
類
売
払
い
収
入

１
５
０
万
円

ふ
れ
あ
い
農
園
敷
地
借
り

上
げ
料�

１
８
０
万
円

農
園
使
用
料�

８
２
万
円

ＱＡ

住
居
表
示
事
業８

５
６
万
円

Ｑ

屋根付に改造されるリサイクル置場
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乳
幼
児
療
育
事
業「
こ

と
ば
の
教
室
」
の
委
託
料

１
３
０
０
万
円
を
使
っ
て
、

今
迄
通
り
直
営
で
運
営
し
、

嘱
託
を
採
用
し
て
、
建
物
の

改
修
が
で
き
な
い
か
。

　
　

保
護
者
か
ら
の
要
望
を

受
け
止
め
て
継
続
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆�

こ
と
ば
の
教
室（
通
称
こ

ん
ぺ
い
と
う
）は
、
今
後

２
～
３
年
間
は
町
直
営

で
継
続
す
る

◆�

嘱
託
の
２
人
は
引
き
続

き
配
置
す
る

◆�

健
康
セ
ン
タ
ー
で
収
容

で
き
る
よ
う
に
部
屋
を

改
造
す
る

◆�

委
託
す
る
と
き
は
１
社

だ
け
で
な
く
競
争
入
札

で
決
め
る

　
　

町
立
保
育
所
と
幼
稚
園

の
職
員
の
補
充
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　

保
育
所
は
産
休
代
替
え

に
よ
る
臨
時
、
嘱
託
で
職
員

増
を
図
っ
て
い
る
。
幼
稚
園

は
加
配
職
員
を
６
人
か
ら
11

人
に
増
や
し
ま
し
た
。

　
　

３
４
９
３
万
円
増
の
内

容
は

　
　

小
学
校
就
学
前
の
児
童

の
健
康
保
険
診
療
対
象
と
な

る
医
療
費
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
　

９
８
７
万
円
増
の
内
容
は

　
　

重
度
障
が
い
者
の
健
康

保
険
診
療
対
象
と
な
る
医
療

費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　

一
般
会
計
繰
入
れ
は
昨

年
実
績
の
８
０
０
０
万
円
に

す
べ
き
で
は

　
　

一
般
会
計
も
苦
し
い

こ
と
か
ら
当
初
予
算
で
は

４
０
０
０
万
円
と
し
ま
す
。

　
　

５
０
０
万
円
増
え
た
の

は
機
能
更
新
の
た
め
か
。

　
　

自
動
交
付
機
が
５
年
の

使
用
期
限
を
過
ぎ
機
器
の
交

換
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

４
１
６
万
円
を
活
用
し

た
子
育
て
支
援
の
事
業
内
容

は
　
　

昨
年
同
様
に
一
名
助
産

婦
さ
ん
を
採
用
し
ま
す
。

　
　

安
心
こ
ど
も
基
金
を
活

用
し
て
保
育
所
の
耐
震
診
断

は
で
き
な
い
か
。

　
　

町
立
は
基
金
が
適
用
で

き
な
い
し
、
１
階
建
て
は
診

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

２
４
０
万
円
削
減
し
て

い
る
が
増
や
す
必
要
が
あ
る

の
で
は

　
　

今
後
、
対
象
者
が
増
加

し
た
場
合
は
補
正
予
算
で
対

応
し
ま
す
。

　
　

３
１
５
２
万
円
削
減
の

内
容
は

　
　

対
象
者
数
見
込
み
減
に

よ
り
委
託
料
を
減
額
し
ま
し

た
。

　
　

平
成
24
・
25
年
度
の
保

険
料
の
額
は

　
　

算
定
見
込
保
険
料
額

は
１
人
当
た
り
平
均
で
年

額
７
万
４
３
２
４
円
が

７
万
９
２
７
１
円
に
な
り
、

４
９
４
７
円
高
く
な
り
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

乳
幼
児
療
育
事
業

１
４
３
４
万
円

重
度
障
が
い
者
医
療
費
助

成
事
業

９
４
２
６
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

一
般
会
計
繰
入
れ
金

４
０
０
０
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

４
億
１
１
２
万
円

高
齢
者
施
設
サ
ー
ビ
ス
事

業

２
４
０
９
万
円

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

６
９
５
０
万
円

保
育
施
設
整
備
事
業

広
域
サ
ー
ビ
ス
事
業

１
４
５
８
万
円

国
の
緊
急
雇
用
事
業
補
助

金　
　
　
　
４
１
６
万
円

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

１
億
７
３
４
３
万
円

保
育
所
・
幼
稚
園
運
営
管

理
事
業

３
月
議
会
最
終
日
の
開
会

前
に
、
町
長
よ
り
厚
生
常

任
委
員
会
に
報
告（
骨
子
）

総　務　部 教育委員会 都市政策部 住民福祉部

ＱＡ

自動交付機

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ
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議案名
○�賛成　●�反対

ー�退席　欠�欠席

専
決
処
分
の
承
認

（
個
人
住
民
税
の
税

率
変
更
・
他
）

公
共
施
設
整
備
基
金

条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の
改

正（
保
険
料
率
の
改

正
）

平
成
23
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算

平
成
24
年
度
一
般
会

計
予
算

平
成
24
年
度
国
民
健

康
保
険

平
成
24
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算

住
居
表
示
を
実
施
す

べ
き
区
域
及
び
住
居

表
示
の
方
法

議
会
基
本
条
例
の
制

定 議
員
定
数
を
定
め
る

条
例（
17
人
を
10
人
）

議
員
定
数
を
定
め
る

条
例（
17
人
を
15
人
）

議案番号 １ 4 9 15 18 19 20 26 発議１号 発議２号 発議３号

所　属
委員会

採決結果 可決 可決 可決 可決 否決 可決 可決 可決 可決 否決 否決

（賛成／反対） 13/2 15/0 12/3 13/2 12/3 13/2 13/2 14/1 15/0 3/12 2/13

付託委員会 総務 総務 厚生 予算特別 厚生 予算特別 予算特別 予算特別 議会特別 議会特別 議会特別

総　務

安川  俊彦 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

山𦚰  秀隆 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

川口　　學 ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ●

澁田　順二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

本田　芳枝 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

小池　弘基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

建　設

伊藤　正 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

長　義晴 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

安河内利明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

八尋　源治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

厚　生

向野  正幸 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

因　辰美 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

浦元　　甫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

久我　純治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

田川　正治 ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ●

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。
☆賛否表に記載されていない議案は、全員賛成で可決しました　☆議案名については、わかり易い文言に置き換えました
☆（議会特別）は議会活性化特別委員会　☆（発議）は議員発議

主な議案に対する各議員の賛否結果一覧

議員より提出された意見書
件　　名 提出議員 付託委員会

結　　果
委員会 本会議

総合福祉法案（仮称）策定に
あたっての意見書

川口　　學
田川　正治 厚　生 可決

賛成：４・反対：０ 可　決

福岡県に対して乳幼児医療制度の
拡充を求める意見書

川口　　學
田川　正治 厚　生 可決

賛成：３・反対：０ 可　決

こころの健康を守り推進する
基本法の制定を求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆 厚　生 可決

賛成：４・反対：０ 可　決

基礎自治体への円滑な権限委譲に
向けた支援策の充実を求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆 総　務 可決

賛成：５・反対：０ 可　決

件　　名 提出者 付託 
委員会

結　　果
委員会 本会議

安全・安心な国民生活実現のため、地方建設業界
の存続・発展と国土交通省の事務所・出張所等の
出先機関の存続を求める意見書提出に関する陳情

国土交通労働組合　
九州建設支部　
福岡国道分会
　分会長　松本　勉

建　設 委員長裁決
賛成：１・反対：０ 採択

国民医療と国立病院の充実強化を求める陳情書
全日本国立医療労働組合
　福岡地区協議会
　議長　原　正勝

厚　生 採択
賛成：４・反対：０ 採択

大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護
を求める陳情書

福岡県医療労働組合連合会
　執行委員長　武石　節子 厚　生 採択

賛成：４・反対：０ 採択

住民より提出された陳情書

件　名 提出者 紹介議員 付託
委員会

結果
委員会 本会議

粕屋町乳幼児療育事業の
民営化中止と直営存続を
求める請願

『ことばの教室』の存続を
願う会
　代表　大賀　愛

久我純治・田川正治
本田芳枝・川口　學 厚生 継続審査 −

住民より提出された請願書 【継続審査となったものは、引き続き粕屋町議会で審査を継続します】
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町民に開かれた
　  議会をめざして！

◎ 

議
会
基
本
条
例
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

◎ 

議
会
基
本
条
例
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

｢

議
会
基
本
条
例｣

制
定
に
あ
た
り

◆ 

議
会
情
報
の
公
開（
第
７
条
）

◆ 

議
会
報
告
会
の
開
催（
第
８
条
）

◆ 

一
問
一
答
方
式
・
反
問
権
の
創
設（
第
10
条
）

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長

　安
川
俊
彦

　粕
屋
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
、 

平
成
22
年
６
月

定
例
議
会
で
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
が
発
議
さ
れ
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　委
員
会
運
営
に
あ
た
り
各
常
任
委
員
会
よ
り
２
名
の
議
員
を
選

出
し
小
委
員
会
を
設
置
し
要
綱
の
協
議
事
項
を
整
理
集
約
し
、全

員
に
よ
る
特
別
委
員
会
に
諮
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　そ
の
間
小
委
員
会
16
回
・
全
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
11
回
や
先

進
地
研
修
、各
種
研
修
会
出
席
、外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
な
ど
を

開
催
し
行
政
機
関
と
の
改
革
事
項
の
協
議
を
お
こ
な
い
、平
成
24

年
第
一
回
3
月
定
例
議
会
に
議
会
活
性
化
に
関
す
る
粕
屋
町
議
会

基
本
条
例
を
発
議
し
全
員
賛
成
を
も
っ
て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　今
後
は
こ
の
条
例
を
議
会
活
動
の
最
高
規
範
と
し
て
住
民
の
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

発
議
２
号　
提
出
者�　
因　
辰
美
議
員
、
山
𦚰
秀
隆
議
員

粕
屋
町
議
会
議
員
の

定
数「
17
人
」を「
10
人
」に
改
め
る
条
例

【
理
由
】

・��

粕
屋
町
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
議
会
議
員
の
定
数

を
削
減
す
る
た
め
。

・��

地
域
代
表
議
員
の
意
識
が
強
す
ぎ
る
の
で
、
粕
屋
町
全
体

の
議
員
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
た
め
。

・��

現
在
の
議
員
報
酬
で
は
若
年
議
員
の
子
育
て
も
困
難
で
あ

り
、
粕
屋
町
を
担
う
若
い
世
代
が
議
員
を
目
指
せ
る
水
準
に

改
善
を
行
う
た
め
。

発
議
３
号　
提
出
者　
本
田
芳
枝
議
員
、
久
我
純
治
議
員

粕
屋
町
議
会
議
員
の

定
数「
17
人
」を「
15
人
」に
改
め
る
条
例

【
理
由
】

・�

粕
屋
町
議
会
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
議
員
の
定
数
を
削

減
す
る
た
め
。

・�

具
体
的
に
は
、
３
常
任
委
員
会
制
度
を
改
め
、
常
任
委
員

会
の
数
を
２
常
任
委
員
会
に
し
、
片
方
の
委
員
会
も
傍
聴
が

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
所
管
事
務
の
範
囲
を
見
直
し
て
、

議
案
を
一
貫
し
た
流
れ
で
専
門
性
を
持
っ
て
審
議
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
。

長
議
員

議
員
報
酬
を
上
げ
る
た
め
の
削
減
と
受
け
取
ら
れ
、
17
人
か
ら

10
人
で
は
問
題
が
あ
る
。

田
川
議
員

定
数
17
人
を
10
人
に
し
て
報
酬
を
引
き
上
げ
る
考
え
は
理
解
で

き
な
い
し
、
議
員
は
公
僕
と
し
て
の
役
割
が
大
き
い
。

澁
田
議
員

4.3
万
人
の
将
来
の
町
づ
く
り
を
考
え
る
と
10
人
で
は
危
惧
が
あ

る
。
報
酬
増
額
は
他
町
に
な
い
。
議
題
錯
誤
。

伊
藤
議
員

７
人
減
で
は
町
民
の
声
が
町
長
に
届
か
な
い
し
、
現
状
の
報
酬

で
も
若
い
議
員
は
出
て
お
り
報
酬
は
上
げ
な
く
て
い
い
。

川
口
議
員

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
半
減
し
、
選
挙
に
お
い
て
も
政
党
や
組
織
を

も
っ
た
人
し
か
当
選
出
来
ず
、
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
な
い
。

小
池
議
員

10
人
で
は
議
員
の
声
が
執
行
部
に
届
か
な
い
。
ベ
ス
ト
で
な
い
。

本
田
議
員

歳
費
は
十
分
で
あ
り
引
き
上
げ
は
不
要
。
ど
ち
ら
か
の
収
入
に

よ
る
の
で
は
な
く
夫
婦
２
人
で
働
く
こ
と
が
大
事
。

進
藤
議
員

現
議
員
の
報
酬
は
低
く
な
い
。
議
員
は
額
に
関
係
な
く
議
員
と

し
て
の
認
識
を
持
ち
、
勤
め
を
果
た
す
努
力
を
す
べ
き
。

八
尋
議
員

財
政
改
革
の
た
め
に
議
員
削
減
す
る
の
で
な
く
、
皆
ん
な
で
議

論
す
べ
き
で
あ
る
。

安
河
内
議
員

意
見
は
出
そ
ろ
っ
た
。
賛
成
も
反
対
も
あ
り
、
こ
の
場
で
採
決

を
取
っ
て
ほ
し
い
。

定
数
削
減
発
議
２・３
号
議
案
は
賛
成
少
数
で
否
決

「
主
な
意
見
」

「
主
な
意
見
」

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

山
𦚰
議
員

合
併
の
よ
う
な
重
要
な
議
案
な
ど
で
は
偶
数
の
議
員
で
は
採
決

に
疑
問
が
あ
る
。

向
野
議
員

発
議
２
号
、
３
号
を
継
続
と
し
て
話
し
合
い
で
考
え
れ
ば
い
い
。

川
口
議
員

建
設
、
厚
生
、
総
務
の
３
委
員
会
は
専
門
性
が
違
い
必
要
で
あ

り
、
人
口
が
増
え
る
な
か
定
数
削
減
の
必
要
は
な
い
。

澁
田
議
員

定
数
15
人
で
は
議
長
裁
決
に
よ
り
差
し
戻
し
が
で
き
る
と
し
て

も
そ
の
前
に
採
決
が
決
ま
る
事
が
望
ま
し
い
。

久
我
議
員

地
元
議
員
が
出
る
か
ら
立
候
補
す
る
な
と
言
わ
れ
た（
地
元
意

識
が
強
い
）。

因
議
員

人
口
密
度
は
高
い
が
町
の
面
積
か
ら
し
て
、
た
っ
た
４
㎢
の
地

域
で
は
そ
ん
な
に
議
員
は
必
要
か
。

田
川
議
員

３
常
任
委
員
会
で
、
運
営
や
傍
聴
を
調
整
す
れ
ば
、
定
員
削
減

で
２
常
任
委
員
会
に
す
る
必
要
は
な
い
。

小
池
議
員

１
人
減
ま
た
３
人
減
が
議
長
採
決
に
な
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
２

人
減
の
15
人
な
の
か

浦
元
議
員

発
議
２
号
の
７
人
減
に
対
抗
す
る
意
味
で
の
発
議
で
あ
り
議
会

を
冒
と
く
し
て
い
る
。

伊
藤
議
員

昭
和
32
年
よ
り
議
員
は
18
人
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
近
隣
町
に

合
わ
せ
て
削
減
す
る
必
要
は
な
い
。
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町民に開かれた
　  議会をめざして！

◎ 

議
会
基
本
条
例
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

◎ 

議
会
基
本
条
例
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

｢
議
会
基
本
条
例｣

制
定
に
あ
た
り

◆ 

議
会
情
報
の
公
開（
第
７
条
）

◆ 

議
会
報
告
会
の
開
催（
第
８
条
）

◆ 

一
問
一
答
方
式
・
反
問
権
の
創
設（
第
10
条
）

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長

　安
川
俊
彦

　粕
屋
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
、 

平
成
22
年
６
月

定
例
議
会
で
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
が
発
議
さ
れ
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　委
員
会
運
営
に
あ
た
り
各
常
任
委
員
会
よ
り
２
名
の
議
員
を
選

出
し
小
委
員
会
を
設
置
し
要
綱
の
協
議
事
項
を
整
理
集
約
し
、全

員
に
よ
る
特
別
委
員
会
に
諮
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　そ
の
間
小
委
員
会
16
回
・
全
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
11
回
や
先

進
地
研
修
、各
種
研
修
会
出
席
、外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
な
ど
を

開
催
し
行
政
機
関
と
の
改
革
事
項
の
協
議
を
お
こ
な
い
、平
成
24

年
第
一
回
3
月
定
例
議
会
に
議
会
活
性
化
に
関
す
る
粕
屋
町
議
会

基
本
条
例
を
発
議
し
全
員
賛
成
を
も
っ
て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　今
後
は
こ
の
条
例
を
議
会
活
動
の
最
高
規
範
と
し
て
住
民
の
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

開
催
日
　
５
月
15
日（
火
）

● 

時
　
間
　 

午
後
７
時
開
会（
受
付
午
後
６
時
30
分
）

　
　
　
　
　 

午
後
９
時
閉
会（
予
定
）

● 

場
　
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
多
目
的
ホ
ー
ル

● 

報
告
事
項
　
３
月
議
会
の
主
な
審
議
事
項

　 

① 「
粕
屋
町
議
会
基
本
条
例
」制
定
に
関
す
る
経
過
及

び
内
容
説
明

　 

②
平
成
24
年
度
当
初
予
算
な
ど
審
議
結
果

　 

町
民
の
皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

問
合
せ
　
粕
屋
町
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）０
１
６
１

　
な
お
、
ご
参
加
の
際
に
は
、「
議
会
だ
よ
り
か
す
や
」

３
月
議
会
号（
№
１
２
４
）を
お
持
ち
願
い
ま
す
。

議会活性化特別委員会

粕
屋
町
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
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粕 屋 町 議 会 基 本 条 例
逐条解説

目　�　次

前文　

第１章　総則（第１条－第３条）

第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則（第４条－第６条）

第３章　町民と議会との関係（第７条－第９条）

第４章　議会と行政との関係（第10条－第13条）

第５章　議会と議員との関係（第14条）

第６章　委員会の活動（第15条）

第７章　議会及び議会事務局の体制整備（第16条－第18条）

第８章　議員の政治倫理　、身分及び待遇（第19条－第21条）

第９章　条例の検証及び見直し手続（第22条）

第10章　補則（第23条）

　　附則

前　文

　この条例は、主権在民を基調とする民主主義の原理に基づき制定するものである。
　粕

かすやまち

屋町の町
ちょうせい

政は、粕
かすやまち

屋町の住民（以下「町
ちょうみん

民」という。）の負託に応えるものであって、その権利
の源
みなもと

は町民にある。その権
けんのう

能は、選挙によって選ばれた町
ちょうみん

民の代表者である町長と議員によっ
て構成される粕

かすやまち

屋町議会（以下「議
ぎ

会
かい

」という。）が、町民福祉の向上や実現のため、町民の要望等
を十分把

は

握
あく

して行使する。
　町
ちょうせい

政の運営は、日本国憲法に基づく二
に

元
げん

代表制の下で、町長と議会は町民の負
ふ

託
たく

を更に重く
受け止めて活動し、町長は執行機関として執行権、議会は合

ごうぎせい

議制の議事機関として議決権、そ
れぞれの異

こと

なる特性を生かしながら、独断専行を抑制しつつ競い合い、協力し合わなければな
らない。そして、町長と議会には、緊

きんちょう

張関係の下で、論点及び争
そうてん

点を明確にし、粕屋町
まち

にとっ
て最良の意思を決定することで、町民全体の福祉向上と地域社会の活

かつりょく

力ある発展を目指してい
く使

し

命
めい

が課
か

せられている。
　新しい地方主体の時代を迎え、地方自治の範囲が拡大した今日、町

ちょうみん

民に最も身近で基
き

礎
そ

的
てき

な
自治体である粕屋町

まち

の自治権を拡充し、これを生活者の視
し

点
てん

に立った「地方政府」に近づけてい
くことが求

もと

められている。
　よって議会には､ これまで以上に監視、調査、政策立

りつあん

案及び立
りっぽう

法の機能強化を図らなければ
ならない。
　さらに、積極的な情報公開を率先して行い、より一層町民に開かれた議会を実

じつげん

現しなければ
ならない。また、議会は町民の多

た

様
よう

な意見を的確に把握することに日
ひ び

々努力し、常に町民との
対話を行い、町民の声をくみ取りながら、議員間による自由かっ達な討

とう

議
ぎ

を重ね、町民に信頼
される議会運営に取り組

く

まなければならない。
　議会は、この崇

すうこう

高な理念と目的を達成することを誓
ちか

い、ここに粕屋町議会基本条例を制
せいてい

定する。
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　第１章　総　則

（ 目　的 ）

第　１　条　この条例は、地方自治の本旨に基づ

き、議会運営及び議員に係る規範的事項を定め

ることにより、町民の負託に的確に応え、もっ

て町民福祉の向上、町勢の伸展及び民主政治の

健全な発展に寄与することを目的とする。

（ 最高規範性 ）

第　２　条　この条例は、議会における最高規範

であって、議会はこの条例の趣旨に反する議会

の条例、規則等を制定してはならない。

（ 議会の役割と責務 ）

第　３　条　議会は、町民に選ばれた議員によっ

て組織された、粕屋町の議決機関としての責任

を認識し、総合的視点と長期的展望に立ち重要

政策の意思決定及び議会活動に努めなければな

らない。

　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則

（ 議会の運営原則 ）

第　４　条　議会は、次に掲げる原則に基づき運

営を行うものとする。

（１）公正性、透明性及び信頼性を確保し、町民

に開かれた議会運営を目指すこと。

（２）町民を代表する議事機関であることを常に

自覚し、町長その他の執行機関

　　（以下「町長等」という。）の町政運営状況の監

視に努めること。

（３）議員相互間の討議を十分に尽くして、合意

形成に努めること。

（４）粕屋町議会会議規則（昭和62年粕屋町議会規

則第1号。以下「会議規則」という。）、粕屋町

議会委員会条例（昭和62年粕屋町条例第15

号。以下「委員会条例」という。）及び議会に

おける先例（申し合わせ）事項は、継続して

精査するものとし、必要があれば見直しを

◇第１条の解説◇

この条例の目的は、議会運営における規範的

事項を明文化することにより、町民福祉の向上

と町勢の伸展に寄与することであると規定して

います。

◇第２条の解説◇

議会運営に関係する条例や規則等を制定する

場合には、この議会基本条例の趣旨との整合性

を図らなければならないことを規定しています。

◇第３条の解説◇

議員としての責任、議会としての責任の重さ

を認識し活動していくことを規定しています

◇第４条の解説◇

地方公共団体の議会は、住民によって直接選

挙された議員で構成される議事機関です。

議事機関とは、議会が地方公共団体の意思を

決定する機関であることを意味し、このことは

憲法第93条で定められています。

議会には、条例を制定し、地方公共団体の行

政運営の基本的事項を議決し、町政運営のチェッ

クを行う責務があります。その際には、町民の

間に存在する多様な関心や意見を集約したもの

を議会に反映させ、議員相互間の討論を十分に

尽くして合意形成することや、分かりやすい言

葉や表現を用いた自律的議会運営に努めなけれ

ばなりません。

町民の代表にふさわしい、身近で開かれた議

会を実現していくために必要な議会運営の原則
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行うこと。

（５）町民が傍聴の意欲を高める議会運営に努め

ること。

（６）町民にとって分かりやすい言葉、表現を用

いる等の議会運営に努めること。

（ 議員の活動原則 ）

第　５　条　議員は、次に掲げる原則に基づき活

動を行うものとする。

（１）議会が言論の場であること及び合議制機関

であることを十分認識し、議員相互間の自

由な討議を重んじること。

（２）町民の多様な意見を的確に把握することに

努め、町民全体としての福祉向上を目指す

こと。

（３）議員立法による積極的な条例提案を行うよ

う努めること。

（ 議長及び副議長の権限と役割 ）

第　６　条　議長及び副議長の権限については、

地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」と

いう。）に定めるところによるものとし、その役

割については、会議規則で定めるものとする。

　第３章　町民と議会との関係

（ 町民参加及び町民との連携 ）

第　７　条　議会は、議会活動に関する情報公開

を徹底するとともに、町民に対する説明責任を

十分に果たさなければならない。

２　議会は、本会議を始め、全ての会議を原則公

開とする。

３　議会は、町民との意見交換の場を多様に設け、

議員の政策立案能力を強化するとともに、政策

提案の拡大に努めるものとする。

を本条において規定しています。

◇第５条の解説◇

①議会は、言論の場として多数の議員による

合議を重視する組織であり、その役割を果

たすため、議員相互間の自由かっ達な討議

を推進することを規定しています。

②議員は議会を構成する一員であり、町政全

般の課題と町民の多様な関心や意見を的確

に把握することに努めて、町民全体の福祉

向上のために活動することを規定していま

す。

③議員は自己研鑽等によって政策水準の向上

を図り、積極的な条例提案を行う活動に努

めることを規定しています。

◇第６条の解説◇

議長及び副議長の権限については、法に定め

られているものであり、その役割については、

会議規則で明確にしていくことを規定していま

す。

◇第７条の解説◇

①議会が町民に対して果たすべき重要な責任

は、活動の情報公開によって透明性を高め

ることや、審議等における論点や争点の説

明責任を十分果たすことであると規定して

います。

②会議の原則公開を規定しています。

③町民と議会は、今後も双方向の関係を築い

ていくことが必要であり、町民との意見交

換の場を多様に設けることにより、町民の

関心や意見を把握して、議員の政策立案能
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（ 議会報告会 ）

第　８　条　議会は、町民への報告と町民との意

見交換の場として、議会報告会を行うものとする。

２　議会報告会に関することは、別に定める。

（ 議会広報の充実 ）

第　９　条　議会は、町議会ホームページ等の情

報通信技術の発達を踏まえた多様な広報手段を

活用し、多くの町民が議会及び町政への関心を

高めるための体制整備並びに議会広報活動の充

実強化に努めるものとする。

２　議会は、町政に係る重要な情報及び議案に対

する各議員の対応を議会広報で公表する等、情

報の提供に努めるものとする。

　第４章　議会と行政との関係

（ 議会と執行機関 ）

第 10 条　議会審議における議員と町長等との関係

については、緊張関係の保持に努めなければな

らない。

２　会議における議員と町長等の質疑応答は、広

く町政上の論点及び争点を明確にするため、一

問一答の方式で行う。

３　会議において質問を受けた者は、議長の許可

を得て、質問の趣旨をただし、又は反問するこ

とができる。

４　会議における質問及び発言は、町民の目線で

要点のみを分かりやすく述べ、中傷的、わい曲

的発言は厳に慎み品位ある発言に努めること。

力を強化し、政策提案の拡大に努めていく

ことを規定しています。

◇第８条の解説◇

前条第３項の「町民との意見交換の場」の１つ

として、直接、町民に対して政策提言など議会

活動の状況を報告し、町政に関する情報を提供

するとともに、町民の関心や意見を直接聞く貴

重な機会として、議会報告会を位置づけて実施

していくことを規定しています。

なお、議会報告会の開催単位や報告会での議

員の役割等の詳細については、別途定めること

を規定しています。

◇第９条の解説◇

この条例７条で積極的に情報を発信すると定

めていますが、ここでは、広報媒体の多様な手

段を講じて行うと規定しています。

特に、広報にあっては各議員の議案に対する

対応を町民に積極的に公表することを定めてい

ます。

◇第10条の解説◇

議会審議において議員と町長等とは緊張関係

を保持することを規定しています。

二元代表制における議会と説明員とは、緊張

関係を保持し会議の論点及び争点を明確にする

ため一般質問では、一問一答方式を積極的に活

用することと説明員から議員へ反問することが

できる旨を規定しています。
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（ 町長による政策形成過程の説明 ）

第 11 条　議会は、町長が提案する重要な計画、政

策及び事業等（�以下「政策等」という。）について、

議会審議における論点情報を整理し、その政策

等の水準を高めるため、次の各号に掲げる事項

の説明を行うよう求めるものとする。

（�１�）�政策等を必要とする背景

（�２�）�提案に至るまでの経緯

（�３�）�町民参加の実施の有無及びその内容

（�４�）�他の自治体の類似する政策との比較検討

（�５�）�総合計画における根拠又は位置付け

（�６�）�政策等の実施に係る財源措置

（�７�）��将来にわたる政策等の効果及びコスト計算

（収入見込みを含む。）

（ 町長による予算及び決算における説明 ）

第 12 条　議会は、予算案及び決算の審議に当たっ

ては、前条の規定に準じて、分かりやすい施策

別又は事業別の説明を行うよう求めるものとす

る。

（ 法第96条第２項の議決事項 ）

第 13 条　法第96条第２項に基づく議会の議決事

項は、町政における重要な計画等の決定に参画す

る観点と町長の政策執行上の必要性を比較考量の

うえ、別に条例で定める。

　第５章　議会と議員との関係 

（ 自由討議の保障及び拡大 ）

第 14 条　議会は、言論の場であることを十分に認

識し、議員相互間の自由討議を中心とした運営

に努めるものとする。

２　議会は、前項の議員相互間の自由討議を拡大

し、条例、意見書等の議案提出を積極的に行え

るよう努めるものとする。

３　議会は、前２項の自由討議を行う場合、町長

その他の説明員を原則として退席させるものと

◇第11条の解説◇

町長等が、重要な政策等を提案する場合７つ

の条件を示す説明責任のルール化を規定してい

ます。

これは、政策水準の向上と、議会審議における、

公正性・透明性の確保及び論点の明確化を図る

ため、政策等を必要とする背景から将来コスト

までの説明を求めることで、提出される政策等

の信頼性が高まると考えられます。

　　ここで言う重要な政策等とは、

①中･長期にわたるまちづくりの基本方針や分

野別の計画及び施策事業。

②町民生活に重大な影響を及ぼすことが予想

される計画及び施策事業です。

◇第12条の解説◇

町長等は、予算や決算の審議においても、町

民の代表である議員の議会審議が深めやすいよ

う、前条の趣旨に準じた分かりやすい説明を行

うよう規定しています。

◇第13条の解説◇

法第96条第１項では、議会で決定しなければ

ならない議決事項、第２項では法第96条第１項

以外に重要なものは条例により決めることがで

きる規定になっています。

よって、議会と町長等が透明性の高い責任を

ともに担うために、町政運営の総合的な指針と

なる基本構想に基づく基本計画等についても、

新たに議決項目とすることができることを規定

しています。

◇第14条の解説◇

①�議会は討論の場（言論の場）であるとの原則

から、議会の会議は、議員間の自由討議を

中心とした運営に努めていくことを規定し

ています。

②�自由討議を積極的に推進し、議員間におい

て多様な意見を出し合うことにより、議員

自らも、積極的な政策提言や条例提案等に
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する。

　第６章　委員会の活動

（ 委員会の適切な運営 ）　

第 15 条　議会は、町政の諸課題を適正に判断し、

委員会の専門性と特性を生かした適切な運営に

努めなければならない。

２　議会は、常任委員会、特別委員会等の運営に

当たり、参考人制度及び公聴会制度を十分に活

用するものとする。

３　委員会審査に当たっては、資料等を積極的に

公開し、町民に分かりやすい議論を行うよう努

めなければならない。

４　委員会は、委員会条例に定めるところにより

公開しなければならない。

　第７章　議会及び議会事務局の体制整備

（ 議員研修の充実強化 ）

第 16 条　議会は、この条例の理念を議員相互間で

共有するため、一般選挙（又は補欠選挙）を経た

任期開始後、速やかに、この条例に関する研修

を行わなければならない。

２　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上

を図るため、議員研修の充実強化を図るものと

する。

３　議会は、議員研修の充実強化に当たり、広く

各分野から専門的知識を取り入れるよう努める

ものとする。

（ 専門的知見の活用 ）

第 17 条　議会は、町政の直面する現状と重要課題

に対応するため、法第100条の２の規定により、

大学等研究機関との連携又は専門的な知識及び

経験を有する者による積極的な活用を図ること

ができる。

努めることを規定しています。

③よって、議会の会議へは町長等の出席は最

小限にとどめることを規定しています。

◇第15条の解説◇

①議会は、委員会のもつ専門性と特性を生か

して、町政の諸課題に適切に対応する運営

に努めることや委員長の職責を規定してい

ます。

②委員会は適切な運営に当たって、多様な意

見聴取の手法として、必要に応じて法に基

づく参考人制度や公聴会制度を十分活用し

ていくことについて規定しています。

③委員会においても、公正性、透明性を心がけ、

町民に分かりやすい審査に努めることを規

定しています。

④委員会は、委員会条例の規定に沿った透明

性のある開かれた運営を行うことを規定し

ています。

◇第16条の解説◇

①一般選挙を経た任期開始後、この条例の理

念を共有するために、全議員への研修を義

務付けることを規定しています。

②議員の資質向上、政策形成及び立案能力の

向上を目的とした議員研修の充実強化を

図っていくことを規定しています。

③前項に定める議員研修では、多岐にわたる

政策課題に対応するため、各分野からの専

門的知識を取り入れた研修に努めていくこ

とを規定しています。

◇第17条の解説◇

町行政の直面する重要課題に対応するために、

議会自らがイニシアチブをとって、大学等研究

機関（専門的知見）や専門家等との連携を積極的

に活用し、その重要課題の解決を行うことがで

きることを規定しています。
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（ 議会事務局の体制整備 ）

第 18 条　議会は、議会の政策提案機能、立法機能、

監視機能及び調査機能を補助及び充実させるた

め、議会事務局の体制整備を行うものとする。

２　議長は、前項の議会事務局体制整備のため、

大学等研究機関並びに専門的な知識及び経験を

有する者による積極的な活用を図ることができ

る。

　第８章　議員の政治倫理、身分及び待遇

（ 議員の政治倫理 ）

第 19 条　議員は、町民の代表として名誉と品位を

損なう行為を慎み、また、その地位を利用して

不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしな

いなど、議員としての責務を正しく認識し、議

会の一員として、その使命の達成に努めなけれ

ばならない。

２　議員は、粕屋町政治倫理条例（平成11年粕屋町

条例第22号）を規範とし、遵守しなければならな

い。

（ 議員定数 ）

第 20 条　議員定数は、粕屋町議会議員の定数を定

める条例（平成14年粕屋町条例第21号）で定める

ものとする。

２　議会は、議員定数の改正に当たっては、参考

人制度及び公聴会制度を十分に活用することに

より、町民の意向を把握し、本町の実情にあっ

た定数を検討するものとする。

３　議員が議員定数を改正する議案を提出するに

当たっては、法第７４条第１項の規定に基づく

町民の直接請求による場合及び町長が提出する

場合を除き、改正理由の説明を付して、議長に

提出するものとする。

（ 議員報酬 ）

第 21 条　議員報酬は、粕屋町議会議員の議員報酬

及び費用弁償等に関する条例（昭和41年粕屋町条

例第5号）で定める。

◇第18条の解説◇

①議会の政策提案機能等を補助する、議会事

務局の体制整備について規定しています。

②事務局職員の任命権者である議長は、大学

研究機関や専門家等と積極的なな連携を図

り、より良い事務局体制を整えるよう努め

ることを規定しています。

◇第19条の解説◇

議員の活動は多様であり、政治倫理の判断は

単純ではないものの、議員の地位を悪用した不

正な口利きなどをしない等、町民全体の代表者

として議員の責務を正しく認識し、政治倫理条

例を遵守した議員活動を行うことを規定してい

ます。

◇第20条の解説◇

①②議員定数については、行財政改革の側面

だけでなく、本町が抱える課題や、人口な

どの将来展望、参考人制度等の活用により

町民の意向を把握しながら総合的に検討し

ていくことを規定しています。

③定数の改正は、町長の提案権は認めるもの

の、町民への説明責任を果たすためにも、

議員が提案する場合は、総合的な検討に基

づいた十分な説明を行うものと規定してい

ます。

　　なお、町民からの直接請求については、

この限りではありません。

◇第21条の解説◇

①報酬の改正については、定数の改正と同様、

総合的に判断する必要があるため、参考人
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２　議会は、議員報酬の改正に当たっては法第74

条第１項の規定に基づく町民の直接請求による

場合を除き、参考人制度及び公聴会制度を十分

に活用することにより、町民の意向を把握する

ことができる。

３　議会は、前項の規定により把握した結果につ

いて、町長に提出することができるものとする。

　第９章　条例の検証及び見直し手続

（ 条例の検証及び見直し手続 ）

第 22 条　議会は、別に期間を定め、この条例の目

的が達成されているかを議会運営委員会等にお

いて検証し、その結果を町民に積極的に公表す

るものとする。

２　議会は、前項の規定による検証の結果、制度

の改善が必要な場合は、この条例の改正を含め

て適切な措置を講ずるものとする。

　第 10 章　補　則 

（ 委　任 ）

第 23 条　この条例に定めるもののほか、この条例

を実施するため必要な事項は、別に定める。

　　附　則

　この条例は、平成24年４月１日から施行する。

制度や公聴会制度などを活用することによ

り、町民の意向を把握できることを規定し

ています。

②議会は、把握した結果について、議長を通

じて町長に提出できることを規定していま

す。

◇第22条の解説◇

①�この条例の検証とその結果の公表について

規定しています。この条例の検証について

は、特別委員会の議論の中では原則２年ご

とが望ましいとされ、検証方法及び公表方

法を含めた期間などの詳細については、議

会運営委員会等で決定するものとしていま

す。

②�検証の結果を受け、必要に応じてその適切

な対応措置を講ずることを規定しています。

◇第23条の解説◇

この条例の施行にあたり必要な事項を別途委

任することを規定しています。

　　附　則

条例の施行日を平成24年４月１日とするもの

です。

施行とは、法令の効力を現実に一般的に発動

させることです。
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療
育
の
委
託
が
安
易
に
進
ん
で
い
な
い
か

 
町
長
／
過
剰
な
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
配
慮

平
成
24
年
度
か

ら「
こ
と
ば
の

教
室
」が
完
全
民
間
委
託

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
が

当
事
者
に
も
事
前
説
明
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
１
３
０
０
万
円
の
委
託

費
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
す
。

① 

利
用
者
、
議
会
、
町
民

へ
の
説
明
責
任
が
果
た

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

② 

委
託
先
の
決
定
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
。

11
月
に
提
出
さ
れ
た
保

護
者
か
ら
の
要
望
書
の

内
容
が
契
約
の
仕
様
書

に
活
か
さ
れ
る
の
か

③ 「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
会
」は
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
学
校
と
健
康

づ
く
り
課
と
の
連
携
と

い
う
意
味
で
は
と
て
も

良
い
事
業
だ
っ
た
が
委

託
後
は
ど
う
な
る
の
か

④ 

療
育
を
篠
栗
町
で
受
け

業
な
の
で
引
き
続
き
町

で
お
こ
な
い
ま
す

④
保
護
者
の
負

担
が
な
い
よ
う

に
再
度
方
針
を
決
め
た

い
の
で
時
間
を
下
さ
い

も
し
本
当
に
教

室
が
足
り
な
い

の
で
あ
れ
ば
土
、
日
曜
日

の
開
室
で
も
い
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い

う
柔
軟
な
方
法
も
考
え
て

ほ
し
い
。療

育
の
場
所
が

別
れ
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
は
、
半
年
く

ら
い
は
今
の
場
所
で
大
丈

夫
な
の
で
、
そ
の
間
に
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
手
直
し
す

る
な
ど
の
対
策
を
立
て
ま

す
。

る
子
供
も
い
る
。
配
慮

が
足
り
な
い
の
で
は

①
保
護
者
に
は

昨
年
３
月
個
別

に
知
ら
せ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

議
会
に
は
昨
年
12
月
議

会
で
、
一
般
町
民
に
は

昨
年
５
月
の
広
報
に
掲

載
し
て
周
知
を
は
か
り

ま
し
た

②
今
ま
で
の
実
績
を
踏
ま

え
多
様
な
人
材
を
雇
用

し
て
お
り
、
１
歳
半
か

ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ま
で

連
続
し
た
支
援
の
サ
ー

ビ
ス
が
期
待
で
き
る
の

で「
昭
和
学
園
」と
契
約

す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。

③
障
が
い
の
予
防
に
つ
な

が
っ
て
い
く
大
事
な
事

本
田

本
田

本田　芳枝 議員

住
民
福
祉
部
長

町
長

町
長

町
長

○�

第
2
次
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
の
進
行
管

理
は

○�

就
学
校
指
定
通
知
に
お

け
る
保
護
者
の
申
し
立

て
に
つ
い
て

その他の質問

問題になった乳幼児療育のながれ

１歳６ヶ月児
健診

２歳児歯科検診 ３歳児健診 その他

発達相談（心理士による個別相談）

療育判定会議（医師・心理士・保健師など）

きこえと
ことばの
相談会

保育園・

幼稚園

（５歳児）集団療育（１歳半～２歳）発達ルームつくしんぼ

集団療育（３歳～４歳）発達ルームさくらんぼ

各小学校

点
線
で
囲
ん
だ
部
分
が
法
人
へ
の
委
託
予
定
事
業

＊役場の説明のもとに本田芳枝が作成しました

個別療育（４歳～５歳）発達ルームこんぺいとう

粕屋教室 篠栗教室

児童デイサービス
（障がい者自立支援法）

療育判定会議　心理士・さくらんぼ指導員・
　　　　　　   こんぺいとう指導員・保健師

親子
ふれあい
教室

（ ）
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Ｊ
Ｒ
福
北
ゆ
た

か
線
の
長
者
原

踏
切
と
県
道
６
０
７
号
線

は
、
か
な
り
の
高
低
差
が

あ
る
。

　
工
事
が
難
し
い
こ
と
や

費
用
が
か
か
り
、
色
々
な

問
題
が
あ
る
こ
と
も
充
分

認
識
し
て
い
る
。

　
せ
め
て
普
通
車
だ
け
で

も
通
り
抜
け
の
出
来
る
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
は
作
れ
な
い

の
か
。

前
回
の
答
弁
で

は
、
旧
庁
舎
跡

地
の
一
部
改
良
だ
け
で

は
、
道
路
の
構
造
上
解
決

し
な
い
。

　
用
地
買
収
・
物
件
保

証
・
住
民
の
理
解
も
必
要

で
、県
も
渋
滞
で
は
な
く
、

事
故
発
生
率
が
指
標
で
あ

土
地
代
だ
け
で

も
、
５
７
８
０

万
円
（
坪
90
万
円
）
も
の

高
額
な
バ
ス
カ
ッ
ト
を
作

っ
て
お
き
な
が
ら
、
全
く

使
用
し
て
お
ら
ず
、
税

金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
。

　
多
く
の
住
民
は
交
通
渋

滞
で
大
変
迷
惑
し
て
い

る
。 渋

滞
す
る
若
宮
三さ

ん

叉さ

路ろ

に
右
折
レ
ー
ン
を

町
長
／
費
用
の
掛
か
ら
な
い
方
法
で
対
策
を
講
じ
る

原
町
バ
ス
カ
ッ
ト
は
毅
然
と
し
た
態
度
で

町
長
／
活
用
す
る
こ
と
が
責
任
で
す

り
、要
望
し
て
も
難
し
い
。

と
回
答
さ
れ
た
が
、
調
査

す
る
と
旧
庁
舎
跡
地
の
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
の
改
良
で
、

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
は
可

能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

　
町
は
本
気
で
調
査
し
た

の
か
。

議
員
か
ら
の
提

案
を
含
め
、
今

後
右
折
レ
ー
ン
が
出
来
る

形
で
、
県
と
十
分
協
議
し

対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
バ
ス
を
バ
ス
カ
ッ
ト
の

中
に
止
め
、
渋
滞
緩
和
を

は
か
っ
て
頂
き
た
い
。

今
ま
で
バ
ス
カ

ッ
ト
が
停
車
場

と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い

の
は
、
大
変
遺
憾
に
思
い

ま
す
。

　

私
も
色
々
な
部
分
で
入

り
込
み
、
早
い
解
決
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

普通車だけでも通り抜け出来ないか
町長／相当な費用が掛かる

因　辰美 議員
因

因因

東
環
状
線
（
扇

橋
～
広
田
）
の

路
線
を
繋
ぐ
と
、
長
者
原

の
交
通
量
が
半
分
以
下
に

な
る
予
測
で
す
。

　

前
向
き
な
回
答
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
し
ば
ら
く
の

辛
抱
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長

県道607号　長者原交差点

町
長

町
長
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こ
と
ば
の
教
室
を
町
直
営
で
存
続
を

町
長
／
民
間
に
委
託
し
た
い
と
考
え
て
い
る

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る

１
３
０
０
万
円
の
費
用
で

町
直
営
で
運
営
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
先
進
的
な

事
業
で
あ
り
、
25
年
の
歴

史
を
持
ち
、
町
直
営
で
蓄

積
し
て
き
た
宝
を
放
棄
す

べ
き
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　
民
営
化
あ
り
き
で
強
引

に
進
め
る
の
で
な
く
引
き

続
き
直
営
で
実
施
す
べ
き

で
す
。

粕
屋
町
は
出
生

率
が
福
岡
県
下

で
１
位
で
あ
り
、
療
育
な

ど
発
達
支
援
を
必
要
と
す

る
乳
幼
児
も
増
加
し
て
い

る
。

　

５
～
６
歳
の
療
育
を
実

施
し
て
い
る
児
童
も
年
々

増
加
し
、
待
機
児
童
の
問

題
や
指
導
室
の
不
足
、
対

こ
と
ば
の
教
室

（
こ
ん
ぺ
い
と

う
）の
存
続
を
願
う
保
護

者
が
、
民
営
化
中
止
と
直

営
存
続
を
願
う
請
願
署
名

９
９
６
名
を
集
め
て
提
出

し
ま
し
た
。

　
町
長
は
署
名
に
託
さ
れ

た
保
護
者
の
必
死
の
思
い

を
真
摯
に
受
け
止
め
て
も

ら
い
た
い
。

　
民
間
委
託
の
理
由
と
し

て
、
対
象
児
童
を
健
康
セ

ン
タ
ー
で
収
容
で
き
な
く
、

療
育
指
導
が
多
岐
に
わ
た

る
の
で
民
間
委
託
に
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
の
健
康

セ
ン
タ
ー
の
部
屋
を
改
造

し
た
り
、
プ
レ
ハ
ブ
を
増

設
す
れ
ば
収
容
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
嘱
託

の
先
生
と
併
せ
て
専
門
職

の
先
生
を
増
や
せ
ば
、
予

象
児
の
発
達
特
性
が
非
常

に
広
範
で
多
様
に
な
っ
て

お
り
、
民
間
に
委
託
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
民
間
委
託
し

て
も
最
終
的
に
は
町
が
責

任
を
持
ち
、
全
て
民
間
に

丸
投
げ
す
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

田
川

町
長

今
年
度
は
初
め

て
幼
稚
園
に
待

機
児
童
が
出
て
お
り
、
保

育
所
を
含
め
て
人
口
増
を

見
通
し
た
計
画
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ス
担
任
に

正
職
員
を
配
置
し
、
臨
時

も
増
や
す
べ
き
で
す
。

待機児童解消と正職員を増やしてクラス担任に
　　町長／不足する場合は嘱託や臨時で対応

Ｊ
Ｒ
原
町
駅
横

に
保
育
所
が
来

年
開
園
す
る
の
で
待
機
児

童
の
改
善
が
は
か
れ
ま
す
。

　

24
年
度
は
３
名
職
員
を

採
用
し
、
産
休
な
ど
で
不

足
す
る
場
合
は
嘱
託
や
臨

時
で
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

田
川

町
長

田川　正治 議員○�

知
的
障
が
い
者
施
設
を
町
に
誘
致
す
る
計
画

の
進
捗
状
況
を

○�

老
朽
化
し
た
町
立
保
育
所
や
幼
稚
園
の
建
て

替
え
と
施
設
の
改
修
予
算
を

○
病
児
保
育
の
増
設
を

○
中
央
小
学
校
の
学
童
保
育
の
施
設
整
備
を

○�

長
者
原
下
区
と
内
橋
３
区
に
隣
接
す
る
田
園

地
域
の
防
犯
灯
の
設
置
を

その他の質問

ことばの教室

仲原幼稚園
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町
の
福
祉
バ
ス

も
新
年
度
よ
り

改
善
さ
れ
ま
す
が
、
太
宰

府
市
の
巡
回
バ
ス
は
９

コ
ー
ス
、
所
要
時
間
は

30
分
以
内
、
便
数
も
通

年
１
５
０
便
、
停
車
場

１
２
０
ヶ
所
で
す
。

　
運
行
経
費
が
か
か
る
た

め
身
障
者
と
介
護
者
は

無
料
で
、
他
は
全
区
間

１
０
０
円
の
有
料
で
す
が
、

80
％
は
政
府
の
交
付
税
で

措
置
さ
れ
ま
す
。

　
有
名
な
長
野
市
の「
ぐ

る
り
ん
号
」
は
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
が
20
分
お
き

に
出
発
、
市
内
２
コ
ー
ス

で
運
行
、
コ
ー
ス
内
な
ら

乗
客
の
望
む
と
こ
ろ
に
停

車
も
し
ま
す
。

　
大
人
１
０
０
円
、
子
供

50
円
で
市
民
の
足
と
し
て

愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
福
祉
バ
ス
も
町
民

の
利
便
に
か
な
う
よ
う
改

善
を
す
す
め
ら
れ
た
い
。

リ
ー
ス
期
間
の

終
了
時
に
は
環

境
に
や
さ
し
い
バ
ス
導
入

を
は
じ
め
、
利
便
性
の
向

上
と
交
通
弱
者
の
社
会
参

加
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

福祉バスの運行改善を
 町長／運行協議会と良く相談したい

学
童
保
育
の
対
象
学
年
の
引
上
げ
を

町
長
／
当
面
は
４
年
生
ま
で
の
検
討
を
し
た
い

町
は
３
年
生
ま

で
対
象
だ
が
、

福
岡
市
は
新
年
度
よ
り
４

年
生
ま
で
入
所
対
象
と
な

り
、
宗
像
市
で
は
15
年
前

か
ら
６
年
生
ま
で
対
象
で

す
。

　
宗
像
市
の
経
験
で
は
５
、

６
年
生
の
児
童
が
、
低
学

年
の
良
き
兄
や
姉
と
な
り
、

勉
強
や
し
つ
け
な
ど
先
生

に
代
っ
て
面
倒
を
み
て
く

れ
る
そ
う
で
す
。

　
全
国
的
に
は
中
学
生
ま

で
対
象
と
し
て
い
る
市
町

が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
世
情
は
少
年
少
女
に
対

す
る
事
件
の
多
発
、
引
き

こ
も
り
の
子
供
の
増
加
、

両
親
共
働
き
で
家
に
い
な

い
た
め
非
行
に
走
る
子
も

い
ま
す
。

　
町
で
も
、
青
少
年

健
全
育
成
の
た
め
対

象
学
年
の
引
上
げ
を

検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

対
象
児
童
が

増
加
傾
向
に

あ
り
、
保
護
者
が
安
心

し
て
就
業
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
う
が
、
当
面

は
４
年
生
ま
で
預
り

の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
く
っ
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川口　學 議員

川
口

川
口

町
長

○�

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
に
つ
い
て

○�

３
Ｋ（
臭
い
、
汚
い
、

暗
い
）ト
イ
レ
の
改
善

に
つ
い
て

その他の質問

町
長

仲原小学童保育所

福祉バス
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厳
し
い
財
政
運
営
で
町
の
財
政
は
健
全
か

町
長
／
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す

①
平
成
24
年
度

の
一
般
会
計
は

７
．
２
％
減
の
予
算
編

成
で
、
厳
し
い
財
政
運

営
と
な
っ
て
い
る
が
、

公
債
費
残
高（
借
金
）の

推
移
と
今
後
の
見
通
し

は
② 

財
源
の
増
を
図
る
た
め

に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
農
地
の
開
発
、
Ｊ
Ｒ

駅
周
辺
の
未
利
用
地
の

開
発
を
推
進
す
る
た
め

に
、
開
発
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編

成
を

①
人
件
費
な
ど

の「
削
減
方
式
」

の
歳
出
削
減
に
は
限
界

が
あ
り
、
自
主
財
源
の

確
保
な
ど
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

�

公
債
費（
借
金
）は
返
済

額
の
ピ
ー
ク
が
平
成
23

年
度
で
数
年
先
に
は
落

ち
て
い
き
ま
す
。

②�「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」「
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
」を
基

本
に
地
域
開
発
事
業
を

推
進
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
編
成
を
検

討
し
ま
す
。

西部地区に消防署の出張所を
総務部長／平成28年度までに出張所計画

伊
藤

町
長

粕
屋
町
の
西
部

地
区
は
、
県
道

千
代
・
粕
屋
線
の
拡
幅
や

Ｊ
Ｒ
柚
須
駅
を
中
心
と
し

て
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
設
で
急
激
に
人
口
が
増

加
し
て
い
る
地
域
で
す
。

　
事
件
、
事
故
の
多
発
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
治
安
の
抑
止
力
と
、
事

故
や
犯
罪
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
も
交
番
の
誘
致
を
。

　
ま
た
、
消
防
の
空
白
地

帯
で
火
災
や
災
害
が
発
生

し
た
場
合
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
に
消
防
署
出
張
所

の
誘
致
を
。

交
番
な
ど

の
統
廃
合
、

広
域
化
を
進
め
て
お
り
、

現
在
の
交
番
で
勤
務
要
員

を
充
実
さ
せ
て「
い
つ
も

警
察
官
が
在
所
す
る
交

番
」を
目
指
し
、
活
動
中
。

　

現
時
点
で
は
交
番
の
誘

致
は
難
し
い
で
す
。

　

粕
屋
南
部
消
防
本
部
の

管
内
西
部
地
区
に
は
中
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
大
型
商

業
施
設
が
集
中
し
、
消
防

力
を
総
合
的
に
検
証
し
た

結
果
、
平
成
28
年
度
ま
で

に
消
防
署
の
出
張
所
を
整

備
す
る
計
画
で
す
。

伊藤　正 議員

伊
藤

総
務
部
長

福岡東サティ横

中部消防署での送水訓練
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中学生柔道の事故防止対策は
教育長／危険を伴う種目　安全対策を考慮

武
道
の
必
修
学

習
期
間
は
一
年

生
８
時
間
、
二
年
生
８
時

間
、
合
計
16
時
間
と
短
時

間
の
た
め
剣
道
・
柔
道
と

も
実
技
は
無
理
。

　
本
格
的
に
し
た
い
子
は

部
活
ま
た
社
会
体
育
で

習
っ
た
ら
と
考
え
ま
す
。

　
な
お
、
剣
道
学
習
は
防

具
買
入
に
多
額
な
費
用
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
防

具
は
必
要
な
く
、
体
操
服

に
木
刀
で
基
本
技
、
形
、

手
足
さ
ば
き
等
礼
儀
作
法

の
指
導
で
充
分
学
習
が
出

来
る
。

　
一
年
毎
終
了
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
４
年
位
し

柔
道
か
剣
道
の
取
入
れ
を

決
定
す
る
。

貴
重
な
提
案

を
い
た
だ
き
、

中
学
校
に
投
げ
か
け
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
一

年
生
は
柔
道
、
二
年
生
は

剣
道
の
形
ぐ
ら
い
は
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

体
操
服
で（
防
具
は
付

け
な
い
）木
刀
で
基
本
技

形
の
稽
古
を
す
る
。

　

女
子
は
握
力
が
弱
く
、

昨
年
12
月
議
会

一
般
質
問
で
本

年
４
月
中
学
校
武
道
必
修

科
目
に
剣
道
を
お
願
い
、

柔
道
に
決
定
と
答
弁
。

　
し
か
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
で
柔
道
事
故
で
死
亡

１
１
４
名
重
度
障
害
者

２
７
５
名
と
他
ス
ポ
ー
ツ

の
数
倍
で
あ
り
、
文
部
科

学
省
は
事
故
防
止
中
止
延

期
な
ど
何
ら
対
策
無
し
。

　
本
来
な
ら
武
道
資
格
の

先
生
を
養
成
し
、
派
遣
す

べ
き
。

　
学
校
に
任
せ
る
に
は
荷

が
重
く
、
万
が
一
事
故
が

あ
れ
ば
対
応
で
き
な
い
。

　
防
止
対
策
は
憂
慮
、
町

教
育
委
員
会
が
手
助
け
し

て
対
策
を
。

柔
道
は
親
し

み
や
す
い
競

技
で
あ
る
反
面
、
大
変
危

険
を
伴
う
種
目
、
教
育
委

員
会
、
中
学
校
教
師
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

健
康
管
理
、
具
合
の
悪

い
子
供
、
気
分
の
優
れ
な

い
子
供
は
、
柔
道
を
さ
せ

な
い
。

　

ま
た
、
大お
お

外そ
と

刈が
り

な
ど
の

危
険
な
技
は
し
な
い
。

　

真
剣
な
授
業
態
度
が
必

要
で
、
受
け
身
、
基
本
的

な
こ
と
に
重
点
を
お
き
指

導
、
事
故
防
止
に
つ
な
げ

て
行
き
ま
す
。

木刀基本技

全柔道連盟講習会

向野　正幸 議員

向
野

向
野

教
育
長

教
育
長

体
力
も
な
い
の
で
柔
道
の

投
げ
技
は
無
理
だ
ろ
う
と

心
配
し
て
い
ま
し
た
。

　

提
案
を
計
画
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。
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自治会（組合）離れに対する行政の対応は
総務部長／組合組織に対して強制力はないが

３
月
４
月
に
な

る
と
自
治
会
か

ら
退
会
す
る
人
、
ま
た
転

入
者
で
あ
っ
て
も
自
治
会

に
入
会
し
な
い
人
が
増
え

て
い
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人

情
報
の
関
係
も
あ
り
自
治

会
だ
け
で
は
限
界
に
思
う
。

　
し
い
て
は
そ
れ
だ
け
が

原
因
で
な
い
が
孤
立
死
や

孤
独
死
が
増
え
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
で
き
る
事

は
な
い
か
。

安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境

づ
く
り
、
認
定
外
保
育
所

に
も
何
等
か
の
手
伝
い
が

出
来
な
い
の
か
。

　
話
し
合
い
は
な
さ
れ
な

い
の
か
。基

準
を
満
た
せ

ば
補
助
の
対
象

に
な
る
が
、
今
後
の
子
供

子
育
て
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
届
出
保
育
所
に
つ

い
て
補
助
し
検
討
し
ま
す
。

都
市
と
自
然
の

バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
便
利
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
で
エ
コ
を
利
用
し

た
ビ
オ
ト
ー
プ
と
か
、
水

辺
に
遊
べ
る
せ
せ
ら
ぎ
は

出
来
る
の
か
。

　

阿
恵
大
池
公
園
整
備
事

業
で
快
適
な
水
辺
空
間
の

創
出
、
児
童
活
動
ゾ
ー
ン
、

　

自
治
会（
組
合
）と
い
う

独
立
し
た
自
治
会
活
動
に

対
し
て
強
制
力
は
な
い
。

　

今
、
総
合
窓
口
課
で
暮

し
の
便
利
帳
を
配
付
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
地
元
組
合
に
加

入
す
る
チ
ラ
シ
を
同
時
に

配
布
し
、
ま
た
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
自

治
会
加
入
の
大
切
さ
を
進

め
て
い
き
た
い
。

幼
児
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
、

自
然
保
護
ゾ
ー
ン
に
分
け

ま
す
。

　

ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
と
話
し
合
い

た
い
。

　

せ
せ
ら
ぎ
を
作
る
予
定

で
す
。

誰
れ
も
が
安
心

し
て
い
き
い
き

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
で

な
で
し
こ
健
診
と
は
何
で

す
か
？

　
ま
た
、
中
南
部
休
日
診

療
所
の
小
児
科
の
夜
間
診

療
は
で
き
な
い
か
。

　

月
一
回
ガ
ン
健
診
の
日

を
作
り
、
忙
し
い
女
性
の

た
め
の
健
診
を
な
で
し
こ

健
診
と
い
い
ま
す
。

　

夜
間
診
療
の
分
は
医
師

会
と
も
話
し
合
い
が
必
要
。

町
長

久我　純治 議員

久
我

久
我

久
我

久
我

久
我

住
民
福
祉
部
長

都
市
政
策
部
長

入会拒否

自治会活動
（組合）
限界

×

退
会
者孤独死

孤立死

12
月
定
例
会
所
信
表
明
に
つ
い
て

町
長
／
基
準
を
満
た
せ
ば
補
助
の
対
象
に
な
る

行
財
政
改
革
の

大
網
の
見
直
し

で
町
民
目
線
で
は
一
般
に

人
事
の
事
が
あ
る
と
思
う

が
、
人
、
物
、
金
、
時
間
、

情
報
の
原
動
配
分
と
は
。

地
方
分
権

一
括
法
の

全
面
施
行
に
そ
な
え
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
か
ら
行
財

政
改
革
か
ら
財
政
基
盤
の

強
化
に
取
り
組
み
、
予
算

主
義
か
ら
実
績
主
義
と
効

果
主
義
に
変
る
こ
と
で
す
。中南部休日診療所

総
務
部
長

総
務
部
長
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粕屋町の合併問題は
　　　町長／今の時点では白紙です

平
成
19
年
10
月

の
町
長
選
挙
で

は
６
町
合
併
か
３
町
合
併

か
な
ど
の
争
点
で
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
の
町
長

選
挙
で
は
こ
う
い
っ
た
合

併
の
議
論
は
全
く
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
の
福
祉
問
題
、

医
療
問
題
を
は
じ
め
粕
屋

町
・
篠
栗
町
・
須
恵
町
3

町
で
行
っ
て
い
る
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
わ
か
す
ぎ
の
運

営
方
法
を
含
め
た
ゴ
ミ
問

題
な
ど
、
単
町
で
の
町
運

営
に
は
限
界
が
あ
る
と
思

わ
れ
、
粕
屋
町
の
将
来
や

近
隣
町
と
の
協
調
な
ど

を
含
め
た
議
論
が
必
要
で

あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
合
併
問
題
に
関
し

て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

平
成
19
年
12
月

議
会
に
て
、
糟
屋
郡
6
町

合
併
協
議
会
の
設
立
を
議

長
採
決
で
の
９
対
８
で
否

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

3
町
も
し
く
は
2
町
で

の
合
併
の
考
え
が
あ
る
の

か
と
い
う
質
問
で
す
が
、

ま
ず
は
町
民
の
皆
様
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、

優
し
さ
や
幸
せ
を
感
じ
る

町
づ
く
り
を
念
頭
に
町
政

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
の
時
点
で
は
合
併
に

つ
い
て
は
白
紙
で
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
時
期
は

　
　
　
　
　
町
長
／
近
い
時
期
に
基
礎
調
査
し
ま
す

小池　弘基 議員

小
池

町
長

環
境
対
策
に
お

い
て
、
粕
屋
町

に
あ
る
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
解
体
に
向
け
て
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
の
調
査
分
析

を
お
こ
な
い
、
環
境
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
対

策
を
と
り
な
が
ら
事
業
を

実
施
し
て
い
く
と
あ
り
ま

す
が
、
解
体
時
期
は
い
つ

の
予
定
な
の
か
尋
ね
ま
す
。

旧
清
掃
セ
ン

タ
ー
は
昭
和
53

年
8
月
竣
工
し
、
煤
塵

（
ば
い
じ
ん
）の
規
制
強
化

な
ど
も
あ
り
、
新
施
設
で

あ
る
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
若

杉
が
平
成
14
年
12
月
よ
り

稼
働
開
始
さ
れ
、
廃
止
と

な
っ
て
９
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
。

　

近
い
時
期
の
解
体
を
視

野
に
入
れ
て
、
本
年
度
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の

調
査
分
析
を
お
こ

な
い
ま
す
。

小
池

町
長

○�

産
婦
人
科
や
小
児
科
の

病
院
誘
致
の
考
え
は
あ

る
の
か

その他の質問

旧清掃センター
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九
州
大
学
農
場
跡
地
の
将
来
構
想
は

 
町
長
／
町
づ
く
り
の
重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
る

粕屋町の防災計画の再検討を
 町長／想定外がないよう防災計画を作成

農
場
移
転
が
７

年
後
に
追
っ
た
。

　
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
大

な
跡
地
開
発
は
粕
屋
町
に

と
っ
て
新
た
な
町
の
顔
と

な
る
。

　
外
環
状
道
路（
扇
橋
～

広
田
間
）の
完
成
も
見
込

ま
れ
早
急
に
跡
地
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
立

ち
上
げ
が
必
要
と
思
う
が

農
場
跡
地
は
住

宅
地
や
都
市
機

能
を
備
え
た
土
地
利
用
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も

重
点
事
業
と
し
て
取
り
上

げ
公
共
・
公
益
施
設
・
商

業
・
住
宅
・
公
園
緑
地
・

な
ど
複
合
的
要
素
を
持
ち

合
わ
せ
た
玄
関
口
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

農
場
跡
地
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
部

会
や
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
計
画
協
議
を
重
ね
て

き
た
が
今
は
停
止
状
態
で

す
。

　

時
期
が
迫
っ
た
こ
と
で

再
度
委
員
会
を
立
ち
上
げ

九
大
側
と
も
積
極
的
に
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

の
教
訓
か
ら
全

国
自
治
体
で
防
災
対
策
が

見
直
さ
れ
、
24
年
度
当
初

予
算
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
粕
屋
町
の
計
画
で
は
、

災
害
別
の
避
難
場
所
な
ど

の
表
示
は
な
く
再
検
討
す

べ
き
と
思
う
。

　
ま
た
海
抜
表
示
に
加
え

避
難
場
所
表
示
の
点
検
が

必
要
と
思
う
が

災
害
時
の
情
報

提
供
方
法
と
し

て
携
帯
電
話
３
社
と
緊
急

速
報
メ
ー
ル
の
配
信
登
録

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
災
講
演
会
・
災
害
図

上
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
・
県
と
応
援

協
定
書
を
取
り
か
わ
し
た

災
害
別
の
避
難
場
所
や
海

抜
表
示
な
ど
に
つ
い
て
は

防
災
対
策
強
化
充
実
の
な

か
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

町
長

町
長

澁田　順二 議員

澁
田

澁
田

都
市
政
策
部
長

九大農場

地域防災講演会
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ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
更
な
る
推
進
を

町
長
　
３
才
児
に
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施

先ず学校給食の食べ残しを堆肥化に
教育長／給食センター建設時に検討課題に

平
成
16
年
に
本

格
的
な
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
が
開
始
さ

れ
た
。
来
年
度
予
算
に
お

い
て
も
事
業
予
算
が
半
減

し
た
。

　
町
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
れ
ば
こ
の
事

業
を
認
識
し
て
い
て
利
用

し
た
い
と
願
う
町
民
は
、

65
％
を
超
え
て
い
る
。

① 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

の
意
義
と
経
緯
に
つ
い

て
②
予
算
の
見
え
る
化
を

③ 

費
用
対
効
果
の
検
証
の

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を

平
成
15
年
に
テ

ス
ト
的
に
絵
本

の
紹
介
の
み
を
実
施
し
、

平
成
16
年
度
か
ら
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
や
絵
本
を
２
冊
手

渡
し
た
。

　

３
才
児
に
教
育
分
野
か

ら
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
考

え
ま
す
。

近
年
、
廃
棄
物

の
発
生
量
が
増

加
。
そ
の
発
生
を
抑
え
、

そ
れ
を
利
用
し
適
正
に
処

分
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

① 

エ
コ
タ
ウ
ン
粕
屋
事
業

と
は

② 
ご
み
減
量
化
の
取
り
組

み
は

③ 

環
境
教
育
に
給
食
の
食

べ
残
し
の
堆
肥
化
を

ゴ
ミ
の
大
部
分

を
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
処
理
し
、
剪
定

枝
木
な
ど
は
、
木
質
チ
ッ

プ
燃
料
と
し
て
発
電
所
に

供
給
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
生
ゴ
ミ
を
自
ら
処

理
す
る
発
酵
処
理
容
器
の

補
助
事
業
を
推
進
し
、
町

内
25
か
所
に
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
回
収

量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
出

し
て
い
ま
す
。食

育
を
活
か

し
な
が
ら
エ

コ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
資

源
の
再
利
用
を
給
食
の
食

べ
残
し
で
教
え
る
こ
と
は

良
い
こ
と
で
す
。

　

現
在
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
検
討
し
て
い
る
の

で
、
給
食
の
残ざ
ん

渣さ

の
堆
肥

化
を
そ
の
折
に
検
討
課
題

と
し
て
協
議
し
ま
す
。

山𦚰　秀隆 議員

　

予
算
の
見
え
る
化
は
、

説
明
の
項
目
で
明
記
し
ア

ン
ケ
ー
ト
の
調
査
に
つ
い

て
は
、
前
回
の
調
査
に
よ

る
と
良
い
効
果
が
出
て
い

る
の
で
、
平
成
24
年
度
に

実
施
し
ま
す
。

町
長

山
𦚰

山
𦚰

町
長

都
市
政
策
部
長

住
民
福
祉
部
長

教
育
長

食器に盛られる学校給食

０才児に本を贈るブックスタート
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者
任
責
行
発

一
啓
　
藤
進
　
　
長
　
　
議

員
委
別
特
集
編
報
広
会
議

　
　

治
純
　
我
久
　
　
長
員
委
副

長
員
委
集
編

枝
芳
　
田
本
　
　

治
正
　
川
田
　
　
員
　
　
委

晴
義
　
　
長
　
　
員
　
　
委

基
弘
　
池
小
　
　
員
　
　
委

次
回
の
６
月
議
会
は

６
月
８
日（
金
）９
時
　
分

　
　
よ
り
開
催
予
定

　
　
６
月
　
日（
月
）

　
　
一
般
質
問
予
定

11

30

新任の議会事務局次長
安松　茂久さん

よろしくお願いします

見 聞 話
る く す

３月予算議会での本会議と各委員会への傍聴者は85人!!
３月８日（木）　厚生常任委員会

　「ことばの教室」（こんぺいとう）の民営化中止と

　直営存続を求める請願審議（趣旨説明と傍聴３人）

３月14日（水）　予算特別委員会

　乳幼児療育事業・「ことばの教室」（こんぺいとう）

　の完全民間委託に関する審議（傍聴３人）

３月22日（木）　議会活性化特別委員会

　「議員定数17人を10人に削減する」議員発議

　「議員定数17人を15人に削減する」議員発議
　　　　　　　　　　　　　　　　（傍聴16人）

日付 会議名 傍聴者
３月２日（金）  本会議 3

３月５日（月） 一般質問 37

３月６日（火） 一般質問 13

３月８日（木）  厚生常任委員会 3

３月14日（水） 予算特別委員会 3

３月22日（木） 議会活性化特別委員会 16

３月23日（金） 本会議 10

全傍聴者数 85

田川　正治

　３月予算議会は、初めて因町長の施

政方針が事前に議員に配られたことも

あり、議員の一般質問も白熱したもの

になりました。

　さらに、「ことばの教室の完全民間

委託中止」を求める保護者から請願が

提出され、厚生常任委員会では署名代

表者からの趣旨説明と傍聴参加があり、

議会活性化特別委員会では「議員削減」

の審議に対するマスコミ記者の取材や、

町民の傍聴などがあり、開かれた町議

会へ一歩進みだした３月議会になりま

した。

編集後記

議会だより表紙の写真公募
　３月議会号の応募写真は５名の方からの応募でした。
　広報委員会で応募頂いた２枚を採用させて頂きました。
次回６月号もテーマは「四季のこども」です。写真をご提
供してください。
　なお、複数応募があれば広報委員会で選定いたします。
写真は返却いたしませんのでご了承ください。お待ちし
ています。

（あて先は本ページ末尾に記載）

（訂正）「123号町民ひろば」の古賀町は古賀市です。

清
武
結（
ゆ
い
）ち
ゃ
ん
４
才

　
　
彩（
さ
や
）ち
ゃ
ん
６
ヶ
月

　
　
　
　（
若
宮
区
）
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